
臨床腫瘍セミナー 
福島県立医科大学附属病院 平成２４年度 第３回 

 日時：平成２４年６月１９日（火）１８時～１９時 

 場所：福島県立医科大学 
   11号館（臨床講義棟）第二臨床講義室 

 演題：「血液腫瘍の最近の話題」 

 講師：福島県立医科大学 放射線生命科学講座 

        教授 坂井 晃 先生 

◆がん治療に携わる医師及びコメディカルを対象に公開セミナーとして開催されます。  

◆本セミナーは「東北がんプロフェッショナル養成推進プラン」事業の一環となっております。 

◆本学大学院生は、大学院授業要項で規定する共通必修科目（規定の８）に該当します。 

〈問い合わせ先〉  

福島県立医科大学附属病院 臨床腫瘍センター  がんプロフェッショナル養成支援室 

TEL：547-1410（内５６６０）  mail：yamadaa＠fmu.ac.jp 

  ＜講演内容＞ 

血液腫瘍の研究は、腫瘍細胞（組織）が採取しやすいことやその多くが浮遊細胞として解析で

きることから、染色体検査をはじめとする遺伝子解析やサイトカイン、ケモカインによるシグ

ナル伝達機構の解明など他の癌腫に比べ進んでいる．それら基礎研究をもとに、腫瘍化の原因

となる分子異常を標的とした新規治療薬の開発は最近めざましいものがある．講演では、血液

腫瘍疾患の診断方法及び治療に用いられている代表的な抗体薬や分子標的薬について紹介する

予定です。  

  

  ＜講師紹介＞ 
昭和61年 愛媛大学医学部卒業                平成２３年 福島県立医科大学放射線生命科学講座教授 

平成  5年 広島大学大学院医学系研究科修了          日本内科学会総合内科専門医・指導医   

平成  8年 広島大学原爆放射線医科学研究所血液内科助手    日本血液学会専門医・指導医 

平成  9年 NIH/NCI, Dept. of Hematopathology（２年間）  日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医・暫定指導医 

平成15年 広島大学病院血液内科講師             平成２４年日本血液学会ガイドライン作成委員 

 

〈次回開催のお知らせ〉 

 日時：平成２３年7月17日（火）１８時～１９時 

  

～抗体薬や分子標的薬でここまで治療は進歩した～ 

 


